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１．概要（Summary） 

生体ナノ粒子を材料あるいは情報源として利用するに

は, 集団としての物性や機能の測定と並行して, 個別の

特性を評価する必要がある。今年度はナノファイバーや

微粒子の形状計測を継続しつつ, 特に測定デバイスの応

用性を高めることを目標とし, その場観察用の生体吸収材

料製高アスペクト比センサー針の作製と, その機能化に向

けた金属配線の微細加工プロセスについて検討を行った。  
 

２．実験（Experimental） 
【利用した主な装置】 

高密度汎用スパッタリング装置, 形状・膜厚・電気特性

評価装置群, 簡易電子顕微鏡(SEM) TM-3030Plus, 
UV レーザープリント基板加工装置 
【実験方法】 

生体吸収性があるポリ乳酸(PLLA)を材料に, マイクロ

モールディング法で高アスペクト比のマイクロニードルを

作製し, SEM で形状を確認した。この上にマグネトロンス

パッタリング法 (50 W, 30 min)で Mo 薄膜を成膜し, UV レ

ーザーアブレーション(λ=355 nm, スポット径 20 µm, 0.7 

W, 100 mm/s, 140 kHz)で金属配線を加工し, SEM で評価

して加工条件を最適化した。 

 
３．結果と考察（Results and Discussion） 
作製した Mo 薄膜を UV レーザーアブレーションでライ

ンアンドスペース(100 µm)パターンに加工した。元素マッ

ピングにより, Mo 薄膜が選択的に除去されていることが確

認された(Fig. 1)。生体内環境における安定性を評価する

ため, 37℃に保持したリン酸緩衝生理食塩水(PBS)中に

Mo 配線を 24 時間浸漬したところ, Mo 配線中央部で剥離

が生じたが, 配線端から 5 µm 程度では配線の残留が確

認され, レーザー光照射に伴う局所界面加熱による接着

強度の向上が示唆された。 
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Fig. 1 (a) Mo wires processed by laser ablation. 
(b) Elemental mapping of Mo wires. 


